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蓮湖と根室海峡を隔てる走
はしりこたん

古丹分岐砂
さ し

嘴と湖岸の急激な地形変化：
風蓮湖は北海道東部の根室半島の付け根に位置する汽水湖であり，北の走古丹分岐砂嘴（写真）と南の春

しゅんくにたい

国岱バリア
島の形成するバリアによって根室海峡と隔てられている．これらの砂礫帯は摩周火山南麓（写真左上）を起源とする
西別川によってもたらされた土砂からなる．即ち冬季に根室海峡沿岸に生じる強い北風に煽られて北西→南東の漂砂
系が発生し，西別川流域からの土砂供給が豊富なために，現在でもバリア地形を維持し続けている．走古丹分岐砂嘴
は北西から南東に 4 帯存在し，地殻変動に規定され外海側に周期的に遷移し続けているように見える．

（写真・文： 別海漁業協同組合・七山　太１）     １）産総研 地質情報研究部門 ）

Cover Page
Hashirikotan barrier spits situated between the Nemuro Strait and Furen-ko lagoon and their topographic change around the lagoon 
(Photograph and Caption by Betsukai fisheries cooperative and Futoshi Nanayama ).
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